
参加者の声 

・ 子ども達と一緒に幼虫さがし、初めての体験で楽しく過ごさせていただ

きました。冬の昆虫の生態を少しだけのぞくことができました。スタッ

フの方のわかりやすい説明もよかったですね。 

・ 宝探しのようでとても楽しかったです。冬でもいろいろな所に生きもの

がいることがわかっておもしろかったです。 

・ 朽ち木くずしは大人も子どもも宝探しの感覚ですごく楽しかったです 

・ ぼくはタマムシのよう虫がみつけたのがとっても 

よかったです。 

・ くち木くずしと土をくずすことがたいへんでした。 

だけどかぶとむしとくわがたむしのようちゅうが 

２ひきいました。 

 

 

 

 

 

 
 

オタ 

い 

日   時 テ ー マ 講 師・指 導 定員・費用 受付開始 

１月２５日(土) 

9：30～11：30 

葉脈のしおりづくり 

～植物の冬の 

すごし方を見よう～ 

えのきの会植物分科会 

くずはの広場指導員 

小学生以上 

３０人 
12月25日 

２月９日(日) 

10：00～11：30 

ちびっこあつまれ 

・冬のしぜん 
くずはの家指導員 

３～６歳の幼

児と保護者 

２０人 

1月9日 

２月２２日(土) 

9：30～11：30 

はじめての 

バードウォッチング 
えのきの会野鳥分科会 

くずはの広場指導員 

小学生以上 

３０人 
1月22日 

２月２９日(土) 

18：00～20：00 

冬の星空観察 

in くずはの広場 

くずはの広場指導員 

高橋孝洋 

協力：丹沢星の会・菊池

氏 

小学生以上 

３０人 
1月29日 

細菌が作り出しています。また、共生細菌も自身の

生命活動の一部をカメムシの代謝系で代用すること

で、使わなくなった遺伝子が消失しています。その

ためカメムシの体外では生きていくことができない

そうです。 

まさに共生、「２人で１人」の生き物になっている

のですね。生き物ってすごいなぁ。 

参考文献：カメムシの母が子に伝える共生細菌（共立出版） 

 

 

この時期、広場のコナラやクヌギに付けた樹木板の

裏や樹皮の窪みを探すと、長さ１５mm、幅２mmほどの、

表面がぶつぶつした濃緑色の卵塊を見ることができま

す。これはクヌギカメムシ類の卵塊です。この仲間に

は外見がとても良く似た３種類がいて、それぞれクヌ

ギカメムシ、サジクヌギカメムシ、ヘラクヌギカメム

シと言い、腹側から見てオスの生殖器の形や気門の色

で区別します。サジやヘラというのは生殖器が匙(さ

じ)や篦(へら)の形をしているということです。 

カメムシの仲間には、幼虫、成虫、卵で冬越しをす

る種類がそれぞれいて、クヌギカメムシ類はこのうち

卵で越冬する種類になります。 

クヌギカメムシ類の卵塊は、２列に産んだ３０～ 

４０個の卵を、上からゼリー質が覆う構造になってい

ます。このゼリー質は、卵を乾燥から守ると同時に、

もう一つ重要な働きを持っています。 

クヌギカメムシ類はクヌギやコナラなどの新しい枝

に針状の口を突き刺し、樹液を吸って生活しています。

これらの新芽が芽吹くのは３月下旬から４月上旬にか

けてですが、卵の孵化は、この芽吹きよりもずっと早

く２月中旬に始まります。孵化したものの幼虫が食べ

る新芽はまだ出ていない！そこで役立つのが母親の用
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意したこのゼリーで

す。ガラクタンとい

う多糖類からなるゼ

リーには、孵化した

幼虫が、なんと３令

まで成長するのに必

要な栄養分が含まれ

ているんだそうで

ｲﾗｽﾄ：阿木二郎 氏 

行事へのお申し込み･お問い合わせは 

電話・FAX・メールで 
T E L & F A X  ０ ４ ６ ３ ( ８ ４ ) ７ ８ ７ ４ 

E-mail,kuzuhaie@city.hadano.kanagawa.jp 

 

令和２年２月の休館日    

２月３日、１０日、１２日、１７日、２５日、２６日 

http://www.city.hadano.kanagawa.jp/ 秦野市のHPの

公共施設案内にくずはの家ホームページがあります！ 

す。厳冬期の、まだ外敵が活動しない時期に、樹木

板の裏や樹皮の割れ目など安全な場所で、ゼリーを

吸って若齢期を過ごし、素早く移動できる頃には、

新葉が展開し、餌と隠れ家の用意が整うわけです。 

また、このゼリーには樹液というあまり栄養価の

高くない餌を、栄養価の高い餌に作り替える共生細

菌まで入っています。この共生細菌を体内に住まわ

せることで、カメムシは樹液を吸うだけで生きてい

けるようになります。このゼリーはまさに「特殊栄

養食品」です。試しに、このゼリーを全て剥がして

しまう実験をしたところ、育つ途中でみんな死んで

しまったそうです。 

カメムシの仲間は、ほとんどの種類が共生細菌と

共に生活していて、生きていくのに必要な栄養素は

細菌が作り出しています。また、共生細菌も自身の

生命活動の一部をカメムシの代謝系で代用するこ

とで、使わなくなった遺伝子が消失しています。そ

のためカメムシの体外では生きていくことがでで

きないそうです。 

まさに共生、「2人で1人」の生き物になっている

のですね。生き物ってすごいなぁ。 

 

文･写真：くずはの広場 高橋孝洋 

 

クヌギカメムシの仲間の卵塊 
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☆１２月の活動 

定例：12/1(日)ヤブツバキに寄生したヒノキ

バヤドリギが増えすぎたため、除去(2.1㎏)しま

した。広場の落ち葉掃きを行いました。 

12/19(木)進入路、どんぐり山斜路、住宅前道路

の落ち葉掃きを行いました。前日に伐採した駐車

場の木をしいたけのほだ木用に移動させました。

ハナユズとユズの実を収穫しました。作業後、親

睦会を行いました。 

花壇の会：12/5(木)植物の解説板の入れ

替えと剪定、落ち葉掃きを行いました。 

とんぼのせせらぎ：12/26(木)水路の落ち

葉掃きと整備を行いました。せせらぎの

出口付近の鹿柵にカーテン出入り口を作

りました。 

☆これからの活動 

定例：1/16(木) 2/2(日) 2/20(木) 

花壇の会：2/6(木)  

とんぼのせせらぎ：1/23(木) 2/27(木) 
 
 

 

１２/１４  冬のカブトムシ・クワガタを探そう （２６人） 

タマムシの幼虫 → 

 

冬の風物詩・ヤマビル対策の落ち葉掃きが始まり、ボ

ランティアの会だけでなく、えのきの会の皆さんも参

加。普段出来ないエリアを掃いて頂きます。昨シーズン

はヤマビルの被害もぐっと数が減りました。 


